
信州の地域資源を「喜ばれる商品・ブランド」に！
信州発ブランドづくり10 周年！　未来志向の地域企業とデザインの連携を目指して

平成 29 年度　地域資源製品開発支援センター成果発表会

12:30

13:50

13:20

13:05

13:00

開　場（受付開始 12:30）

【支援事例 1】　トウブキ加工食品の商品化

支援者：（一社）塩尻市観光協会
デザイナー：C.C.C.　代表　武井 秀樹（松本市）※発表者
事業主：ほのか会（塩尻市）

～　中山道・奈良井宿に新たな名産品を・・・・　～

14:10 【支援事例 2】　ガラスパネルヒーターの商品化

デザイナー：デコデザインスタヂオ　代表　岡谷 哲男（諏訪市）※発表者
支援者：（公財）長野県中小企業振興センター

事業主：（同）ベルトン・トウトク・テクノロジー（上田市）

～　自社技術を活かしたパイロットモデルの制作　～

14:30 【支援事例 3】　鹿革を活用した商品開発

支援者：須坂市産業振興部
デザイナー：アトリエさと　代表　三溝 智子（塩尻市）※発表者
事業主：特定非営利活動法人まいぺーす（須坂市）

～　資源の有効活用とニーズを結ぶ商品デザイン　～

15:05 【支援事例 4】　戸隠竹細工のブランドづくり

支援者：長野市戸隠支所
　　　　　　長野県地域資源製品開発支援センター　上條 明典 ※発表者
デザイナー：宮下デザイン制作室　代表　宮下 ひろみ（麻績村）
事業主：戸隠中社竹細工生産組合（長野市）

～　伝統的工芸品のプレミアム性をどうまとめ、周知するか　～

14:50 休　憩・展示見学

支援事例ダイジェスト　地域資源製品開発支援センター　総合プロデューサー　五味 英紀

事業 10年を振り返って　地域資源製品開発支援センター　次長　唐沢 秀行

開会挨拶　長野県工業技術総合センター所長　兼　地域資源製品開発支援センター長　宮下 純一

＊＊＊＊＊　開催のご案内　＊＊＊＊＊
　地域資源製品開発支援センター事業は、間もなく開始から10 年を迎えます。これまで、地域資源を活用した信州ブランド
商品など「デザイン」をキーワードに、のべ1,000 件を超える支援の要望に応え、300 件以上の商品化をサポートしてきました。
　このたび、本年度の支援事例について、下記のとおり成果発表会を開催します。また、５件の事例発表・開発商品展示
に加え、特別講演では、信州大学・産学官連携推進機構コーディネーターで、元マルコメ（株）常務取締役の一條範好様
から同社の商品及びブランド戦略についてご講演いただきます。自社ブランドによる商品開発を行う事業者、および支援機関、
さらにデザイナー、クリエイターなど多くの皆様のご参加をお待ちしております。

記

日　時：平成 30年 3月 5日（月）13:00 ～ 17:00（12:30 受付開始）
会　場：松本市中央公民館（Мウイング）６階ホール
　　　　（松本市中央１丁目 18番１号　TEL 0263-32-1132）
参加費：無　料

［　プログラム　］



※専用駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
　やむを得ず、車でお越しの場合は、周辺の有料駐車場をご利用
　ください。

JR 松本駅　お城口から徒歩５分

★会場は地域資源製品開発支援センターの所在地（松本市野溝西）ではありません。お間違えの無いようにお越しください。

長野自動車道　松本インターから 15 分 ※

会場へのアクセス

松本市中央１丁目 18番１号

松本市中央公民館（Мウイング）

TEL 0263-32-1132

15:25 【支援事例 5】　松本スイーツ「ミソラサンド」の商品開発

支援者：松本市商工観光部
デザイナー：DBD GRAPHICS　代表　竹田 修次
松本市商工観光部　商工課　主任　宮本  直　※発表者
事業主：松本スイーツ開発・普及事業実行委員会（松本市）

～　菓子処松本の伝統を活かした新名産品の開発　～

15:45 質疑応答

16:00 特別講演　ブランドは、お客様によって醸成される。マルコメの商品戦略
講師：信州大学学術研究・産学官連携推進機構　コーディネーター
元マルコメ（株）常務取締役　一條 範好　氏

16:50 来賓挨拶　長野県デザイン振興協会会長　土屋 修三　氏

17:00 閉　会

17:30 交流会 店名　バルヨバナシ（Bar Yobanashi）
住所　松本市中央 1-5-18　シャイニービルタナカ 1階
電話　050-5590-1661　（会費　3,500 円）　

地域資源製品開発支援センター成果発表会　申込書

主　催：長野県工業技術総合センター
共　催：松本市、長野県中小企業振興センター（マーケティング支援センター）
後　援：長野県デザイン振興協会
＜併設＞支援事例パネル・サンプル展示

団体・会社名 等：

住　所： 電話番号：

職　名： 氏　名： 交流会： 参加　・　不参加

職　名： 氏　名： 交流会： 参加　・　不参加

職　名：
個人情報の取り扱いについて：記載頂いた個人情報は、今後の地域資源製品開発支援センター事業のご案内のみに使用し、他の目的には使用いたしません。

氏　名： 交流会： 参加　・　不参加

下記の申込書の内容を、FAX または Eメールにてお申し込み下さい。（締切り：2月 28 日）

FAX 0263-26-5350 E-mail  kankyojoho@pref.nagano.lg.jp

長野県工業技術総合センター　環境・情報技術部門　（担当）人間生活科学部　尾坂  一

　マルコメ（株）の商品戦略の歴史をご紹介します。「だし入り料亭の味」、「液みそ」、「みそ汁
サーバー」、「減塩みそ」、「プラス糀シリーズ」、「大豆ミート」、「甘酒」など、みそや糀の発酵
食品を通じて「健康的な食生活」を提案してきました。お客様のご要望にお応えすることを
第一に考え、歩んできた歴史をご紹介します。
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